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③ 万能のツボ『合谷』

　

オ
ー
バ
ー
４
千
㍍
、
５
千
㍍
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
に
出
か
け
る
時
は
、
３

か
月
ほ
ど
前
か
ら
、
週
２
回
近
郊
の

山
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
、
毎
朝

50
分
ほ
ど
近
く
の
神
社

ま
で
歩
く
よ
う
に
し
て

い
る
。

　

昨
年
、
出
発
の
３
週

間
ほ
ど
前
、
食
事
中
に

何
か
を
噛
ん
だ
途
端
に
、

左
奥
歯
を
割
っ
て
し
ま

っ
た
。
忙
し
さ
に
か
ま
け

て
、
歯
医
者
さ
ん
に
行

か
ず
、
手
入
れ
を
し
な

い
ま
ま
、
出
発
の
日
が
来

て
し
ま
っ
た
。
歯
茎
が
う

ず
い
て
気
に
は
な
っ
て
い

た
の
だ
が
、
飛
行
機
に

乗
り
時
間
が
た
つ
に
つ

れ
、
食
事
も
ほ
と
ん
ど

で
き
な
い
く
ら
い
本
格

的
に
痛
み
出
し
た
。
気

圧
が
変
わ
っ
た
か
ら
だ
。

　

以
前
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ

た
時
、
連
れ
の
シ
ェ
ル
パ

族
の
男
の
子
が
ほ
っ
ぺ
た

に
お
ま
ん
じ
ゅ
う
を
つ

け
た
よ
う
に
腫
れ
て
い

て
、
ピ
カ
ソ
の
絵
の
よ
う
な
顔
に
な

っ
て
い
た
。
私
が
何
度
か
鍼
灸
治
療

を
し
て
、
だ
い
ぶ
治
ま
っ
た
。
旅
に

出
る
前
に
は
、
必
ず
虫
歯
な
ど
歯
の

治
療
は
し
っ
か
り
と
調
整
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

左
側
の
ほ
っ
ぺ
た
も
腫
れ
だ
し
、

頭
痛
も
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
。
自
然

と
人
差
し
指
と
親
指
の
間

の
ツ
ボ『
合ご

う
こ
く谷
』を
、一
生

懸
命
強
く
揉
ん
で
い
た
。

爪
楊
枝
で
脳
天
の『
百ひ

ゃ
く
え会
』

の
ツ
ボ
周
り
も
少
々
強
め

に
た
た
い
た
。
そ
の
ま
ま

寝
て
し
ま
っ
た
。
着
陸
前

に
目
が
覚
め
た
時
に
は
、

随
分
楽
に
な
っ
て
い
た
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
始
ま
っ

て
か
ら
も
、
歯
茎
の
た
め

に
、
う
が
い
薬
を
使
っ
た

り
、
自
分
で
鍼は

り

を
刺
し
て

し
の
い
だ
。

　

肩
や
首
が
凝
っ
た
り
す

る
と
、歯
茎
が
う
っ
血
し
、

痛
み
が
出
る
こ
と
が
よ
く

あ
る
。
食
事
も
ゆ
っ
く
り

と
噛
み
、
気
を
付
け
た
が

帰
国
時
に
は
７
㌔
も
痩
せ

た
。
そ
し
て
即
、
歯
医
者

さ
ん
に
通
っ
て
し
っ
か
り

と
治
し
た
。
人
間
の
身
体

に
あ
る
ツ
ボ
は
、
押
し
た

り
、
圧
を
入
れ
刺
激
す
る

と
、
そ
の
症
状
に
対
応
し
て
、
経
絡

上
の
ツ
ボ
ら
に
伝
達
さ
れ
、
痛
み
を

緩
和
し
た
り
、
筋
肉
の
緊
張
を
和
ら

げ
る
作
用
が
あ
る
。特
に
こ
の『
合
谷
』

と
い
う
ツ
ボ
は
、
足
の
『
三さ

ん

り里
』
と

同
様
、
い
ろ
い
ろ
な
症
状
の
緩
和
に

大
変
効
果
が
出
る
万
能
の
ツ
ボ
と
い

っ
て
よ
い
。

　

最
近
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
で

も
手
軽
に
購
入
で
き
る
、
お
灸
や
カ

イ
ロ
を
使
っ
た
効
果
的
な
セ
ル
フ
ケ

ア
を
分
か
り
や
す
く
ツ
ボ
と
と
も
に

説
明
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

「仕事力アップ～働けるツボを知ろう」
鍼灸師　竹村文近

街
で
見
か
け
た

お
も
し
ろ

『よさこいチーム「とらっく」地方車』 
高知県トラック協会

57

　高知県で毎年８月に開催される「よさこい祭り」
は、高知県を中心に全国から約200チーム・1万5千
人もの踊り子が出演する盛大な祭りだ。この「よさこい
祭り」に、高知県トラック協会青年部会が運営するチー
ム「とらっく（一般社団法人高知県トラック協会）」が参加
している。
　トラック運送業界のPRとイメージアップを目的に、平成
２年に結成され、毎年よさこい祭りに参加するほか、県外の
イベントにも積極的に協力するなど、活発な活動を展開してい
る。今では、全国的にも人気・実力ともにトップのよさこいチー
ムだ。本場高知県の「よさこい祭り」は、毎年8月9日の前夜祭を
皮切りに10、11日の本祭、そして12日の全国大会および後夜祭
まで、4日間にわたって高知市内で開催される。この祭りには、地元
の各種業界、コミュニティなどが踊り子チームを編成して参加する。
各チームはトラックに飾りつけした地方車（じかたしゃ）に先導され、

踊り子が列を組み、市内各地の競演場・演舞場や繁華街などで「よさこい鳴子
踊り」を舞う。各チームは、趣
向を凝らした衣装や踊りを披
露し、全体のコンセプトのほ
か、踊りの華麗さや技などを競
う。
　10人の審査員が衣装、楽
曲、踊り、進行、地方車などを
総合的に審査。優秀なチーム
には「よさこい大賞」、「金賞」
などが贈られる。チーム「とらっく」は常勝チームで、今年は「御喜楽烈々」をテ
ーマに金賞だったが、平成23、24年は2年連続で大賞、その前も5年連続で金
賞を受賞している（写真㊤）。この人気・実力ともトップのチーム「とらっく」を先
導し、指令塔の役割をするのが、この地方車。毎年、チームの衣装などにあわせ
て衣替えをする。祭りの期間中だけではあるが、警察の届出を基にこのまま公
道も走行できる。「地方車」はもちろん緑ナンバー。まさに、チームのシンボル的
な車で、演舞中にはこの地方車の上でリーダーが歌い、踊り、踊り子を鼓舞す
る。よさこい祭りの勢いそのままで、トラック運送業界全体のイメージも引っ張
ってもらいたい。
※このコーナーでは、読者の皆さんからおもしろいトラックの情報を募集し
ています。これまでに紹介した「おもしろトラック」は、全日本トラック協
会のホームページでご覧いただけます。

▼
四
方
を
太

平
洋
、
日
本

海
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
で
囲

ま
れ
た
北
海

道
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要

都
市
と
同
位
置
に
あ
り
ま
す
。
北
海
道
は

パ
ノ
ラ
マ
の
大
自
然
が
織
り
成
す
ロ
マ
ン

溢
れ
る
北
の
大
地
そ
の
も
の
で
す
。
▼
北

海
道
章
は
、
開
拓
史
時
代
の
旗
章
を
七
光

星
と
し
て
表
現
し
た
も
の
で
、
厳
し
い
風

雪
に
耐
え
た
先
人
の
精
神
と
雄
大
な
未
来

を
象
徴
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
の
道
花
で

晩
春
か
ら
夏
に
か
け
て
砂
浜
に
群
生
す
る

果
実
が
梨
に
似
た「
ハ
マ
ナ
ス
」は
純
朴
、

生
命
力
が
強
い
な
ど
北
海
道
に
相
応
し
い

花
で
す
。
▼
五
稜
郭
の
陥
落
に
よ
り
戊
申

戦
争
は
終
結
し
明
治
政
府
が
誕
生
。
明
治

２
（
１
８
６
９
）
年
に
蝦
夷
地
を
北
海
道

と
改
め
、
省
と
同
格
の
北
海
道
開
拓
使
を

設
置
後
、
国
力
増
強
、
士
族
授
産
を
目
的

に
道
路
・
港
湾
・
鉄
道
の
整
備
、
鉱
山
開

発
、
官
営
工
場
の
建
設
、
札
幌
農
学
校
の

設
置
な
ど
が
進
み
、
集
団
移
住
者
と
屯
田

兵
に
よ
る
開
拓
が
推
進
さ
れ
る
な
ど
、
こ

れ
ら
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
り
今
日
の
北
海

道
の
骨
格
が
で
き
上
が
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
の
黒
田
清
隆
に
よ
る｢

開

拓
使
10
年
計
画｣
が
そ
の
真
骨
頂
と
い
え

ま
す
。
▼
北
海
道
の
地
名
は
誠
に
印
象
に

残
る
も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。長
万
部（
お

し
ゃ
ま
ん
べ
）、
留
辺
斬
（
る
ぺ
す
）、
妹

背
牛
（
も
せ
う
し
）、
馬
主
来
（
ば
し
く

る
）、風
不
死
（
ふ
っ
ぷ
し
）
な
ど
あ
り
、

非
常
に
難
解
な
読
み
で
す
。
他
方
、
札
幌

（
ア
イ
ヌ
語
で
サ
ッ
・
ポ
ロ
・
ペ
ッ
）
は

乾
い
た
広
大
な
川
、室
蘭（
同
モ
ル
ラ
ン
）

は
小
さ
な
下
り
坂
の
あ
る
所
、
稚
内
（
同

ヤ
ム
・
ワ
ッ
カ
・
ナ
イ
）
は
冷
水
の
あ
る

沢
な
ど
、
山
・
川
・
地
形
・
特
色
で
独
特

の
言
い
回
し
に
よ
る
ア
イ
ヌ
語
に
基
づ
く

都
市
の
名
前
も
多
数
あ
り
ま
す
。
▼
ア
イ

ヌ
語
の
中
で
も
カ
ム
イ
は
、
神
や
魔
神
を

指
し
、
言
葉
の
響
き
に
透
明
度
の
高
い
湖

の
底
の
よ
う
な
神
秘
性
を
感
じ
ま
す
。
幼

き
頃
、伊
藤
久
男
の｢

イ
ヨ
マ
ン
テ
の
夜
」

を
父
の
横
で
聞
い
た
時
、
体
に
電
流
が
走

っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
日
本
的
抒
情
と

ベ
ル
カ
ン
ト
唱
法
に
よ
る
そ
の
歌
は
、
歌

唱
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ア
イ
ヌ
の
重

要
な
祭
祀
で
あ
る
熊
送
り
の
情
景
を
見
事

に
表
現
し
た
忘
れ
得
ぬ
名
曲
で
す
。
白
老

町
の
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
（
白
老
ポ
ロ
ト

コ
タ
ン
・
大
き
い
湖
の
集
落
）
に
立
ち
寄

っ
た
際
、
イ
オ
マ
ン
テ
の
伝
統
儀
礼
や
伝

統
食｢

サ
ッ
チ
ェ
プ｣

（
干
し
鮭
）
や
ム

ッ
ク
リ
（
口
琴
演
奏
）
に
触
れ
ア
イ
ヌ
文

化
を
垣
間
見
ま
し
た
。
▼
北
海
道
の
人
口

は
約
５
５
２
万
人
で
デ
ン
マ
ー
ク
と
同
様

で
あ
り
、
面
積
は
８
万
３
４
５
６
平
方
㌔

㍍
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
同
様
で
す
。
そ
の

北
海
道
の
地
形
が
つ
ぶ
さ
に
実
感
で
き
る

の
が
函
館
山
か
ら
見
る
景
色
で
、
ま
さ
に

日
本
地
図
に
記
さ
れ
た
形
そ
の
も
の
。
特

に
夜
景
は
オ
レ
ン
ジ
色
に
統
一
さ
れ
た
ラ

イ
ト
が
街
並
み
を
包
み
込
み
、
ま
る
で
宝

石
の
よ
う
に
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
素
晴
ら
し

い
の
一
言
で
す
。
▼
10
月
９
日
、
札
幌
市

で
開
催
さ
れ
る
「
第
18
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
大
会
」
に
は
、
全
国
か
ら
１

５
０
０
超
の
事
業
者
の
皆
様
が
参
加
さ
れ

ま
す
。
一
堂
に
会
す
事
業
者
大
会
の
規
模

も
圧
巻
な
が
ら
、
翌
日
か
ら
の
観
光
に
て

北
海
道
の
大
自
然
と
地
場
の
食
材
の
旨
さ

に
出
会
う
旅
を
ご
満
喫
く
だ
さ
い
！

 

（
山
崎
薫
）
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こ
ち
ら
広
報
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全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
９
月
13
日
︑
緊
急
正
副
会
長
会

議
を
開
催
し
︑
燃
料
価
格
高
騰
に
対
す
る
諸
施
策
を
迅
速
か

つ
的
確
に
実
施
す
る
た
め
︑
全
ト
協
お
よ
び
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
に
﹁
燃
料
高
騰
対
策
本
部
﹂
を
設
置
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
︒中
央
本
部
は
星
野
良
三
全
ト
協
会
長
を
本
部
長
︑

地
方
本
部
は
都
道
府
県
ト
協
会
長
を
本
部
長
と
し
て
︑﹁
燃

料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
導
入
促
進
﹂︑﹁
補
助
金
制
度
創
設
﹂︑﹁
軽

油
引
取
税
の
減
税
要
望
﹂
な
ど
の
実
現
に
向
け
た
諸
対
策
を

積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
︒﹁
広
報
と
ら
っ
く
﹂

で
は
︑
特
に
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
促
進
の
機
運
を
盛
り

上
げ
る
た
め
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
促
進
対
策
特
集
を

不
定
期
に
掲
載
し
て
い
く
こ
と
と
し
︑
初
回
は
︑
平
成
25
年

1
月
に
全
ト
協
が
発
行
し
た
﹁
燃
料
価
格
上
昇
に
対
処
す
る

た
め
の
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
等
の
対
応
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂

よ
り
︑
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
の
取
組
に
お
け
る
ポ
イ
ン

ト
を
ま
と
め
た
︒
な
お
︑
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
全
ト
協
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
︒

燃料サーチャージ等の導入に係る
交渉を成功させるための事前準備

析
）
②
取
引
関
係
の
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
分
析
（
取
引
先
と
自
社

の
立
場
関
係
に
つ
い
て
、
多
面

的
な
視
点
か
ら
分
析
）
③
適
正

運
賃
の
水
準
を
判
断
す
る
た
め

の
原
価
計
算
④
取
引
先
別･

運

行
ル
ー
ト
別
の
原
価
に
対
す
る

燃
料
価
格
上
昇
の
影
響
額
の
試

算
（
燃
料
価
格
の
上
昇
は
、
取

引
先
別
、
運
行
ル
ー
ト
別
に
ど

の
く
ら
い
の
影
響
が
あ
る
か
試

算
し
、
交
渉
に
す
ぐ
に
活
用
で

き
る
計
算
を
実
施
）
⑤
交
渉
資

料
の
作
成
（
取
引
先
に
提
示
す

べ
き
資
料
、
提
示
し
な
い
方
が

よ
い
資
料
な
ど
選
別
）。

（
図
参
照
）

▼
断
ら
れ
て
か
ら
が
交
渉

　

交
渉
力
の
向
上
に
は
「
取
引

先
の
回
答
に
対
す
る
応
酬
話
法
」

が
重
要
で
、
社
内
の
ス
タ
ッ
フ

な
ど
を
相
手
に
練
習
す
る
と
効

果
的
で
あ
る
。
荷
主
等
は
燃
料

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
を
認
め
れ
ば
、

自
社
の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
り

経
営
を
圧
迫
す
る
。こ
の
た
め
、

最
初
は
「
う
ち
も
大
変
」「
交

渉
に
来
た
の
は
お
た
く
だ
け
」

「
う
ち
も
材
料
の
上
昇
分
は
転

嫁
で
き
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ

る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
う
し

た
回
答
を
受
け
て
諦
め
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
初
め

て
ス
タ
ー
ト
と
捉
え
、
地
道
に

粘
り
強
く
交
渉
し
た
事
業
者
が

交
渉
を
成
功
に
導
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
交
渉
で
は
、
一
方
的

に
要
求
を
突
き
付
け
る
の
で
は

な
く
、
穏
や
か
な
姿
勢
と
温
和

な
話
し
方
で
、
資
料
を
基
に
丁

寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
等

の
導
入
に
係
る
交
渉
の
時
だ
け

訪
問
す
る
の
で
は
な
く
、
日
頃

か
ら
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
。
信
頼
関
係
が

基
礎
に
あ
れ
ば
、
何
度
も
話
し

合
っ
て
い
く
こ
と
で
成
功
に
繋

が
る
こ
と
も
あ
る
。

「
取
引
先
選
別
力
」

▽
ポ
イ
ン
ト
４

▼
中
長
期
的
視
点
か
ら

　

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
な
ど
、

燃
料
価
格
上
昇
分
を
運
賃
転
嫁

し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
社
業

務
の
分
析
力
・
管
理
力
を
基
礎

に
、
取
引
先
と
の
信
頼
関
係
を

強
固
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と

が
交
渉
成
功
の
た
め
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
。

　

交
渉
を
展
開
し
て
も
、
運
賃

転
嫁
で
き
ず
赤
字
が
継
続
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、

取
引
の
見
直
し
を
視
野
に
入
れ

る
こ
と
も
必
要
。
日
頃
か
ら
自

社
の
強
み
を
発
揮
で
き
る
分
野

で
取
引
先
を
充
実
さ
せ
て
お
き
、

優
良
な
取
引
先
を
構
成
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

「
分
析
力
・
管
理
力
」

▽
ポ
イ
ン
ト
１

▼
影
響
額
の
把
握

　

燃
料
価
格
上
昇
に
よ
り
、
事

業
損
益
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
か
、
詳
細
に
分
析
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
際
は
、
会
社

全
体
の
影
響
額
の
み
の
算
出
で

は
不
十
分
。
そ
の
た
め
、
取
引

先
別
、
運
行
ル
ー
ト
別
に
影
響

額
を
算
出
し
、
取
引
先
と
の
交

渉
に
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
の
整

備
が
望
ま
れ
る
。

　

特
に
重
要
な
の
は
、
取
引
先

別
の
影
響
額
の
算
出
。
取
引
先

別
に
影
響
額
を
算
出
す
る
こ
と

で
、
交
渉
の
優
先
順
位
、
取
引

先
選
別
等
に
活
用
で
き
る
。

　

燃
料
価
格
上
昇
に
よ
る
影
響

額
を
算
出
す
る
際
の
基
本
計
算

式
は
「
燃
料
消
費
量
×
燃
料
価

格
の
上
昇
額
」。燃
料
消
費
量
は
、

「
走
行
距
離
÷
燃
費
」
で
算
出

で
き
る
。

　

燃
費
（km

/ ℓ

）
は
、
車
種

別
の
「
燃
費
」
と
「
平
均
燃
費
」

を
算
出
す
る
。
例
え
ば
10
㌧
車

に
も
、
エ
ア
サ
ス
車
、
冷
凍
車
、

平
ボ
デ
ィ
な
ど
複
数
の
種
類
が

あ
る
が
、
燃
費
が
異
な
る
場
合

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
均
燃
費

を
算
出
す
る
。

　

荷
主
等
取
引
先
向
け
の
交
渉

用
資
料
に
は
、
こ
の
「
車
種
別

の
平
均
燃
費
」
を
用
い
る
こ
と

が
効
果
的
。

▼
毎
月
の
管
理
が
有
益
な
指
標

　

毎
月
管
理
す
る
と
有
益
な
指

標
と
し
て
、「
売
上
高
に
対
す

る
燃
料
費
比
率
」
が
あ
る
。
こ

れ
は
、「
1
か
月
当
た
り
の
燃

料
費
÷
1
か
月
当
た
り
の
売
上

高
」
で
算
出
さ
れ
る
。

　

燃
料
費
は
、
カ
ー
ド
、
ス
タ

ン
ド
の
利
用
の
場
合
に
は
1
か

月
の
購
入
量
、
イ
ン
タ
ン
ク
の

場
合
に
は
車
種
別
の
走
行
距
離

と
燃
費
に
よ
り
燃
料
消
費
量
を

算
出
す
る
。

「
取
引
関
係
構
築
力
」

▽
ポ
イ
ン
ト
２

▼
変
更
で
き
な
い
関
係

　

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
導
入

に
あ
た
っ
て
は
、
自
社
の
分
析

力
、
管
理
力
だ
け
で
な
く
、
取

引
先
と
の
関
係
構
築
力
が
非
常

に
重
要
。
取
引
先
か
ら
の
強
固

な
信
頼
だ
け
で
な
く
、
取
引
先

か
ら
み
て
他
の
運
送
事
業
者
に

変
更
で
き
な
い
よ
う
な
関
係
を

築
く
こ
と
が
重
要
だ
。

　

交
渉
に
成
功
し
て
い
る
事
業

者
は
、
一
言
で
い
え
ば
「
取
引

先
か
ら
運
送
事
業
者
を
変
更
で

き
な
い
、
ま
た
は
変
更
し
た
く

な
い
」
と
思
わ
せ
る
仕
組
み
を

作
り
、
強
固
な
信
頼
関
係
が
で

き
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

荷
主
か
ら
、「
運
送
事
業
者
を

変
更
で
き
な
い
」
よ
う
な
関
係

を
構
築
す
る
に
は
、
信
頼
関
係

も
当
然
必
要
だ
が
、
荷
主
が
運

送
事
業
者
を
変
更
す
れ
ば
、
変

更
に
多
額
の
コ
ス
ト
を
要
す
る
、

ま
た
は
貨
物
の
汚
破
損
、
円
滑

な
物
流
業
務
が
阻
害
さ
れ
る
な

ど
の
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
る
と

い
う
状
況
を
作
り
上
げ
る
こ
と

が
ポ
イ
ン
ト
。

「
交
渉
力
」

▽
ポ
イ
ン
ト
３

▼
事
前
準
備
が
重
要

　

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
導
入

を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
荷

主
・
元
請
事
業
者
と
交
渉
し
て
、

認
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
概
要
を

理
解
し
、
自
社
の
現
状
を
分
析

し
た
上
で
、
荷
主
・
元
請
別
に

交
渉
の
戦
略
を
立
案
す
る
こ
と

が
重
要
。
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

導
入
等
に
係
る
交
渉
の
成
功
に

向
け
て
、
段
階
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
第
１
段
階
は
交

渉
の
事
前
準
備
、
第
２
段
階
と

し
て
交
渉
、
第
３
段
階
と
し
て

交
渉
成
果
の
取
り
ま
と
め
、
第

４
段
階
と
し
て
随
時
見
直
し
す

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

取
引
先
で
あ
る
荷
主
、
元
請

事
業
者
と
交
渉
を
行
う
場
合
、

第
１
段
階
の
「
事
前
準
備
」
が

重
要
。
事
前
準
備
に
は
、
主
に

５
つ
の
段
階
が
あ
り
①
交
渉
に

向
け
た
現
状
分
析
（
取
引
先
の

経
営
状
況
﹇
赤
字
、
黒
字
﹈、

運
送
の
特
性
、
自
社
に
お
け
る

取
引
シ
ェ
ア
な
ど
に
つ
い
て
分

燃料サーチャージ等導入の取組におけるポイント
連載企画軽油価格高騰による経営危機を乗り越えるために


